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審
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ここが知りたい　議会のイロイロ

ここも知りたい 議会のイロイロ
公
社
と
は

　
公
社
と
は
、
公
益
社
団
法
人
や
公
益
財
団
法
人
、
独
立
行
政
法

人
な
ど
、
私
的
な
利
益
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
た
め

に
存
在
し
て
い
る
組
織
・
団
体
の
こ
と
。

専
決
処
分
と
は                

　
　
　   （
関
連
７
ペ
ー
ジ
）

　
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
町
長
が
議
会
に
代
わ

っ
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
。

　
議
会
が
成
立
し
な
い
と
き
や
、
議
会
を
開
く
時
間
的
余
裕
が
な

い
場
合
な
ど
に
行
う
。
専
決
処
分
を
し
た
場
合
は
、
次
の
議
会
で

報
告
を
し
、
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
議
結
果
で
議
長
の
と
こ
ろ
が
「
－
」
で
あ
る
理
由

（
関
連
７
ペ
ー
ジ
）

　
議
事
は
、
原
則
と
し
て
出
席
議
員
の
過
半
数
で
決
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
賛
成
と
反
対
が
同
数
の
と
き
は
、
議
長
が
決
定
す

る
た
め
、
議
長
は
表
決
に
加
わ
ら
な
い
。

　
監
査
委
員
に
坂
田
一
広
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
は
、
市
町
村
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
査
し
ま

す
。
任
期
は
議
員
の
任
期
と
同
じ
で
す
。

坂
さ か た

田  一
か ず ひ ろ

広 議員

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

拡
張
に
伴
う
用
地
買

収
費
で
３
４
９
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
買
収

す
る
土
地
の
面
積
は
。

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
道
を
挟
ん
だ
南
側

で
１
６
６
㎡
を
取
得
す
る

た
め
計
上
し
た
。

そ
の
土
地
買
収
に
伴

う
補
償
額
の
算
定
は
、

適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
依
頼
し
、

国
交
省
の
算
定
基
準
に
よ

っ
て
算
定
し
た
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
支
援

給
付
金
の
支
給
対
象
と
世

帯
数
・
世
帯
当
た
り
の
支

給
額
は
。

町
民
税
均
等
割
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象

で
、
１
３
５
０
世
帯
を
見

込
ん
で
い
る
。
１
世
帯
当

た
り
３
万
円
の
給
付
に
な

る
。土

地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
報
告

土
地
開
発
公
社
は
存

続
す
べ
き
も
の
な
の

か
。
県
内
で
半
数
以
上
は

土
地
開
発
公
社
が
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
状
況

は
把
握
し
て
い
る
か
。

県
内
で
は
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
で
18

公
社
が
存
在
し
て
い
る
。

昨
年
度
も
本
年
度
も

事
業
計
画
が
な
い
。

公
社
の
存
続
に
つ
い
て

は
、
真
剣
か
つ
慎
重
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

し
っ
か
り
研
究
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

公
社
に
よ
る
公
有
地

取
得
が
最
後
に
行
わ

れ
た
年
と
そ
の
目
的
は
。

最
後
は
平
成
26
年
で
、

城
山
み
は
ら
し
公
園

で
の
取
得
。
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大
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　栄
一
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　憲
治

富
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　大
志
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広
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小
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反
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果

発議第1号 議会委員会条例の一部改正…４ページ 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第1号
税条例の一部改正に係る専決処分の報告と
承認…地方税法統一二次元コードの導入に
伴い、それぞれの税目の様式の新設に伴う
改正など

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第2号
令和４年度一般会計補正予算に係る専決処
分の報告と承認
…明小自動火災報知設備等更新工事および
文化センター東公園内遊具設置工事

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第3号
国民健康保険税条例の一部改正に係る専決
処分の報告と承認
…後期高齢者支援金等課税額の課税限度額
を２０万円から２２万円へ引き上げなど

12 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

議案第35号
公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例の一部改正
…人事交流における派遣職員に支給するこ
とができる給与に関する所要の改正

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第36号 税条例の一部改正…令和６年度から森林環
境税の課税開始に伴う改正など 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第37号
勤労者生活資金融資条例を廃止する条例
…勤労者生活資金融資制度の廃止に伴う条
例の廃止

13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第38号 令和５年度一般会計補正予算
…６・７ページ 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第3号 監査委員の選任…６ページ 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

第１回臨時会賛否一覧

一般会計補正予算　主な内容

デジタル田園都市国家構想交付金事業
…………………………………２２４９万円

　役場窓口にキャッシュレス対応のセミセルフレ
ジ、ウェブでの口座振替の手続きを可能とする受
付サービス、マイナンバーカードにより各種証明
書を発行できるマルチコピー機を導入する。また、
ＡＩを用いた議事録作成システムを導入する。

電力・ガス・食料品等価格高騰支援給付金給付
事業…………………………………４４１０万円
　価格高騰支援として、町民税均等割が非課税
の世帯に対し、１世帯当たり３万円支給する。

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支
援特別給付金給付事業……………１２２５万円
　食費などの物価高騰の影響を受けた低所得の
子育て世帯に対し、児童１人につき５万円を支給
する。

乳幼児健康支援一時預かり事業
……………………………………９６０万円

　病気の回復期にあり、集団保育が困難な児童
を、保育所内の専用スペースにおいて一時的に
預かり保育をする。
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